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第

一

財
政
♪
肚
會
政
策

,

●

函

の
財
政
は
年

々
豆
類

の
牧
人
を
得

て
亘
頻
の
支
出

を
な
し

つ
・
あ

る
も

の
で
あ
る
。
而
し
て
共
牧
人
は
窮

極
す
る
所
私
経
済

の
圭
膿
よ
り
出

て
㌧
国
庫
に
入

る
も
の
で
あ
b
、
其
経
費
も
窮
極
す
る
斬
私
経
済

の
懐

の
中

に

℃

入

る
も
の
で
あ
る
.
是
が
故

妬
財
政
は
成

る
程
腔
に
於
て
財

の
分
配
を
な
す
も
の
せ
も
覗
る
こ
ざ
が
出
來

る
。
少

く

と
も
経
済
肚
會
に
於
て
自
然
に
生
ず
る
財

の
分
配
を
攣
更
す
る
も

の
こ
云
は
ね
ば
な
ら
蹟
、
然
ら
ほ
如
何
に
財

の
タ
配
を
愛
更
し
つ
、
あ
る
乎
。

現
代

の
資
本
主
義

り
縄
濟
肚
會

に
於
て
は
、
所
謂
企
業
家

な
る
も

の
が
、
償
格
の
原
理
に
依
り
、
費
買
交
換
貸

借

と
い
ふ
様
な
形
式

懲
以
て
財
を
分
配
し
て
居
る
、
而
し
て
其
結
果
は
動
も
す
れ
ば
資
本
家
企
業
家
ε
い
ふ
様
な

資
産
階
級
の
人
は
愈
々
富

み
・
勢

例
者
其
他
無
産
階
級

の
人
は
益

々
貧
し
く
な
り
、
所
謂
貧
富
懸
絶
、
分
配
の
不

箏
等
と
な
り
て
現
は
れ
て
來
る
、
そ
れ
が
肚
會
上
に
種
々
.
弊
害

磐
生
し
て
來
て
、
藪
に
肚
曾
問
題
な
る
も
の
を

生
す
る
・
肚
曾
問
題
解
決

の
方
法
は

一
に
し
て
足
ら
な
い
け
れ
ざ
も
、
肚
會
政
策
は
讐

其
最
も
良
き

一
方
策

で



あ

る
、
肚
會
政
策
ば
現
代

の
資
本
主
義

の
経
濟

組
織
を
根
本
的
に
覆
さ
う
と
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
よ
り

生
す
る
分
配

の
不
孕
等
を
矯
め
以
て
砒
會
上
の
弊
害
を
除
か
う
こ
す
る
も
の
で
あ

る
。

経
済
界
に
起

つ
セ
分
配
不
卒
等

の
病
は
、
、脛
濟
界
自
身
に
於
て
之
を
療
治
す
る
こ
ご
が
出
来
る
が
、
又
財
政
に

依
て
も
之
を
療
治
す
る
こ
ε
が
出
家

る
内
蓋

し
財
政
は
前
述

へ
な
如
く
財

の
分
配
を
な
す
も

の
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
、
荷
詳
言
す
れ
は
経
済
界
に
起

つ
π
好

配
の
不
卒
等
を
財
政
に
依
て
憂
更
し
可
成
之
を
卒
等
に
近

い
も

の
に
せ
.

-
ん
癒
す
る
の
で
あ
る
。
吐

く
し
て
砒
會
政
策
は
財
政
を
手
段
と
し
"
財
政
は
肚
會
政
策

の
目
的
を
も
有
す
る
事
ε

、

な

っ
て
摩

る
。

・

此
く

い

へ
に
、
人
或

は
財
政

か
肚

會
政
策

の
目

的
を

有

す
る

こ
ε
を
非
な

り
こ
す

る
で
あ
ち

う
。殊

に
租
税
に
於

て
さ
う
で
あ

る
、
併

し
乍

ら
財
政

は
素

ご
国
家

の
生

存
獲

達

セ
前

提
ご
し

、
そ

の
爲

に
必
要

ご
す

乃
物

資
を
供

給

せ
ん
せ
す

る
も

の
で
國
家

本
來

の
目
的

よ
り

い

へ
は

手
段

な

る
べ
き
も

り
で
あ

る
、
砒

會
政
策

が
国
家

の
獲
達

の

爲

に
必

要

で
あ
り

ε
ず
れ
ば
、
財
政

は
固

よ

り
其

要

求

に
臆

し
て
行

か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
若

し
財
政

が
糺肌
會
政
策

の

目

的
を
有

し
て
な
ら

取
ε

い
ふ
な
ら
ば
、r
同
様

に
財

政

は
国
家

の
他

の
目
的
め
手
段

こ
な

っ
て
も

な
ら

蹟
巳
い
は
.

ね
ば
な

ら
ぬ
。

さ
う

す
る
と
財
政

は
国
家

の
目
的

ウ
離

糾
て
存
在

す

る
事

に
な

り
、
財
政

の
存

在

す
る
所

以
が
得

て
解
ず

る
こ
嬉
出

水

な
い
も

の
ご
な

る
為

噛

論
者
ス
或
は
肚
會
政
策
を
行
て
貧
富
懸
絶
を
な
一
t
れ
は
團
栗
の
青
柴

ぺ
ε
な
り
、
文
化

の
進
歩
を
妨

一
る
事

祉
會
政
策
よ
り
観

た
ろ
我
国
の
財
政

噛
.
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大
八
}

大
入

&
な
る
ご
て
反
謝
す

る
も

の
か
あ
ら
う
、
併
し
肚

曾
政
策
は
必
ず
し
も
分
配
を
全
然
李
等
ε
し
貧
富
の
差

な
か
ら

し
め
ん
こ
す

る
も

の
で
は
な
い
、
現
代

の
貧
富
懸
絶
を
調
和
す
る
こ
ご
を
目
的
と
し
て
居

る
の
で
あ

る
、
故
に
貧

富
の
懸
絶
か
少
し
に
て
も
和
ら
く
こ
ε
を
得

は
肚
會
政
策

の
趣
旨

に
副
ふ
も

の
で
あ
る
ε
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
財

政
に
於
け
る
肚
會
政
策
は
此
意
義
に
解
羅
す
べ
き
で
あ
る
、
換
言
す
れ
ば
財
政
に
依

て
分
配

の
不
}牛
等
を
緩
和
せ

ん
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

財
政
に
肚
會
政
策
の
目
的
を
附
し
之
を
實
現
す
る
に
努

め
は
、
分
配
の
不
孝
等
を
.緩
和
す
る
こ
ε
が
出
来
や
う

が
、
此

の
如
き
目
的
は
常
に
必
ず
し
も
遂
げ
ら
れ
て
居

る
ε
限
3
な
い
、
現
代
諸
國

の
實
際

に
徴
す
る
に
或
は
財

政
に
依

て
貧
富
懸
絶
を
和
ら
く
も

の
も
あ

る
が
、
或
は
財
政
に
依
て
鞍
富
懸
絶

の
度

を
愈

々
甚
し
か
ら
し
む
る
も

の
も
あ
る
。
前
.者
は
肚
會
政
策
的
で
後
者
は
反
吐
會
政
策
的
で
あ
る
ε
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
。
財
政
が
肚
會
敬
策
的

で
あ
れ
は
経
済
肚
曾
に
於
て
生

せ
る
分
配

の
不
平
等
を
矯

め
人

の
必
を
緩
め
肚
曾
の
圓
満

な
る
獲
蓮
を
期
待

す
る

事
か
出
家
る
が
、
財
政
が
反
肚
曾
政
策
髄
で
あ
れ
ば
、
さ
な
き
だ
に
分
配
の
不
孕
等

ご
な
れ
る
も

の
が
愈
々
以
て

不
雫
等
ご
な
b
、
人

の
心
に
不
卒
を
抱

か
し
瀬
以
て
革
命
の
種
を
蒔
一
に
至
る
で
あ
ち
う
、
財
政
か
肚
曾
政
策
的

で
あ
る
と
反
肚
會
政
策
的

で
あ
る
の
ε
は
人
民
の
幅
利
国
家

の
安
泰

ご
の
間
に
此

の
如

き
異
常

の
差
を
生
す
る
の

で
あ
る
。
そ
こ
で

一
國
財
政
か
肚
曾
政
策

の
眼
鏡
に
如
何
に
映

し
て
来

る
か
と
い
ふ
事
は
、
重
大
な
る
意
義

を
.有

す
る
も
の
ご
謂
は
ね
は
な
ら
ぬ
9

.

.

、

'

ド



然
ら
ば

一
国

の
財
政

が
肚
曾
政
策
的
で
あ
る
か
、
反
乱
會
政
策
的
で
あ

る
か
を
如
何
に
し
て
判
断
す
る
か
ご
い
ふ

に
、
そ
は
財
政

の
両
方
面
で
あ

る
牧
人
と
脛
費
ご
に
分
て
親
祭

せ
ね
は
な
ら
ぬ
、
而
し
て
其
聴
入
は
更

に
官
業
井

に

官
有
財
産

の
収
入
と
租
税

の
牧
入
ご
起
債

ご
.に
分
ち
得
る
が
故
に
、
暴
れ
叉
別
々
に
観
察
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。
噛

余
は
本
論
女
に
於
て
我
国

の
財
政

か
肚
會
政
策

の
眼
鏡

に
如
何
に
映

ず
る
か
を
研
究
し
て
見
な
い
、
以
下
官
業
、

租
視
、
公
債

、
脛
費
、の
各
項
に
分
て
{観
察
す
る
事

と
す
る
。

第
二

官
業
と
肚
會
政
策

【

甲

分
配

の
不
平
等
は
元
來
土
地
切懸買
本
等
が
民
有
で
、
其
よ
に
民
業
が
築
き
上
げ
ら
れ
て
居

る
か
ら
起
る
の
で
あ
る

故
に
土
地
資
本
が
官
有
に
締
し
官
業

の
範
園
か
振
張
せ
ら
る
ご
、
そ
れ
だ
け
は
民
有
井
に
民
業
を
制
限
し
不
平
等

な
る
分
配

の
根
を
絶

つ
こ
ご
＼
な
る
。從
で
そ
れ
だ
け
肚
曾
政
策
的
ε
な
る
の
で
あ
る
。肚
會
[政
策
は
肚
會
主
義

の

如
く
敢
て
総
て
の
資
本
や
土
地
を
官
有
巴
し
、
総
て
の
企
業
を
官
螢
と
せ
ん
ε
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
相
當

の

理
・田
あ
る
も

の
は
之
を
官
有
ご
し
盲
管

こ
す
乃
こ
ご
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
、
例

へ
は
凋
占
的
性
質
を
帯
ふ
る
事

業

の
如
き
は
之
を
官
瞥
こ
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。
.濁
占
事
業
が
私
人

の
手
に
在

る
と
き
は
、
私
人
は
獅
占
慣
格
を
課
し

自
ら
大

に
利
し
て
互
萬

の
冨
を
な
し
、、
公
衆
は
濁
占
事
業

の
製
品

に
比
較
的
多
く
を
支
拙
て
其
懐
を
寒
く
す
る
に

敢
會
政
策
よ
り
観
た
る
我
国
の
財
政

第
九
巻

(第
一
號

六
九
)

六
ル

、

..下

ド
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七
〇

至

る
、
凋
占
事
業

は
分
配

の
不
平
等
を
來

す
最
大
原
因

で
あ

る
、
そ
れ
か
官
業

こ
な
れ

は
國
家

は
必
ず
し

も
濁
占
償

格

を
課

せ
な

い
、
よ
し
濁

占
儂

格

々
課

す

る
ご
す
る

、
,
其
牧
人
は
國
庫

に
蹄

し
軈

て
有
益

の
事
業

に
使
用

せ
ら

れ
若

く
は
租

税

の
負
捲
を
輕

く
ザ

る
こ

域
が
出
来

る
様

に

な
り

、
之

が
矯
め
毫

も
分
配

の
不
卒

等
を
來

さ
な

い
。

是
か
故

に
肚
會

政
策

の
立
場

よ
り
槻

て
凋
占

事
業

は
官

業

こ
せ

ね
は
な
ら

ぬ
、猫

占
事
業

に
.は
種
々
あ

れ
こ
も
、鐵

道
、
郵

便
、
電
信
、
電
話

、
電

鐵
、
電
燈

、
水
力
電

熱
、
水
道

、
瓦
斯
等

は
其
著

し
き
も

の
で
あ

る
、
.是
等

は
事

の
性
質

上
濁

占

に
締

す

る
も

の
で
固
よ
b
官

螢

ε
す

べ
き
で
あ

る
、
然

る
に
資
本
的

濁
占

に
あ
り

て
は
國
家

が
事

買
上
獅

占
す

る
こ
と
出
來

ぬ
場

合
が
あ

る
、
此

の
如

き
場

合

に
は
國
家

は
民
間

の
凋

占
を
破

り
て
、
そ

が

一
國

の
.

の

経
済
耽
會
に
及
ば
ず
害
毒
を
減
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
即
ち
國
家
が
民
間

の
濁
占
を
破

る
に
足
る
丈

の
事
業
を
自
ら
経

管
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
民
間

の
濁
占
を
破
れ
ば
、
民
間
事
業
家
か
濁
占

の
利
盆
を
得

る
事
由
來
ぬ
、
こ
れ
亦
分
配

の

不
孝
等
を
減
す
る
に
貢
献
す
る
こ
と
少
く
あ
る
ま

い
。
国
家
か
鑛
山
を
所
有
し
経
献冒
す
る
か
如
き
は
即
ち
そ
れ
で

あ

る
。
.

、

以
上
述

へ
た
る
官
業
は
富
豪

の
益
々
富
む
ご
ε
を
豫
防
ず
る
に
於
て
肚
會
政
策
上
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
も

の
な
る
が
、
中
級
井
に
下
級

の
入
の
愈
々
貧

し
く
な
る
を
防
く
経
済
事
業
も
亦
回
し
く
肚
會
政
策
上
重
大
な
る
意

義
を
有
す
ε
い
は
ね
は
な
ら
ぬ
、
斯
か
る
事
業
は
国
家
自
ら
之
を
経
管
せ
ね
は
な
ち
ぬ
、
中
級
#
に
下
級
の
人

の

愈

々
貧

し
く
な
る
を
豫
肪
す
る
経
済
事
業
ご
は
外
で
も
な
い
、
貯
金
#
に
保
瞼
の
事
業
で
あ
る
、
貯
金

の
事
業
は

拙著財政學第一巻三六六頁以下
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貯
蓄
銀
行
の
事
業
に
外
な
ら
ぬ
.
こ
れ
を
官
瞥
に
す
る
こ
い
は
、
國
家
公
共
團
鵬
が
銀
行
を
纒
督
す
る
事
に
締
す

る
差
し
國
家
公
共
團
艦
は
必
ず
し
も
智
利
を
暴
れ
事
こ
せ
な
い
か
ら
比
較
的
高
き
利
子
を
附
し

一
般
人
民
を
し
て

.

貯
蓄
心
を
養
は
し
む
る
事
が
出
來

る
、此
ぐ
し
て

一
般
人
民
が
多
く
の
貯
蓄
を
な
す
ε
き
は
、
不
時

の
出
來
事
に
遭

遇
し
て
も
其
麗
濟
生
活
を
脅

か
さ
る
、
事
な
い
で
あ
ら
う
.
然

湛
こ
も
総
て
の
人
に
多
く
の
貯
蓄
を
望
む
こ
ε
出

家
ぬ
、
叉
好
書
あ
り
て
も
其
十
分
で
な
い
も

の
に
あ
り
て
は
、
以
て
不
時

の
出
来
事
に
備
ふ
る
こ
ご
出
来
ぬ
、
そ̀

こ
で
保
険
事
業
が
生
す
る
。
保
険
は

↓
般
人
民

の
経
済
生
活

の
安
定
を
保
障

す
る
も
の
で
あ
る
が
.國
家

が
之
を
脛

.

督
す
る
こ
き
は
必
ず
し
も
螢
利
主
義

に
依

る
を
要
せ
さ
る
が
故
に
比
較
的
掛
金

を
廉

に
し
比
較
的
多
く

の
民
衆

を

被
保
険
人
ご
す
る
こ
&
が
出
來
て
、
計
…會
政
策

の
趣
旨
を
貫
く
こ
こ
出
来
る
。
簡
易
生
命
保
険
の
如
き
即
ち
そ
れ

で
あ
る
、
普
通
生
命
保
険

に
於

て
も
其
被
保
険
人
は
中
級

の
人
を
主
な
る
も

の
ε
す
る
か
故
に
肚
會
政
策

の
精
神

,

下

て
経
管
す
る
事
は
必
要
で
あ
る
、
.黙
り
而
し
て
之
を
實
際

に
徴
す
る
に
保
険
に
関
し
て
は
少
敷

の
大
會
肚

に
集
中

酬ニ

す
・
の
傾
を
有
す
る
が
整

愈
・
之
を
官
謬

移
し
、
以
て

一
方

に
は

中
級
募

欝

生
活

の
安
定
を
保
障
し
以

靴

・
他
方
　

保
驚

・
智
利
・
爲
季

・
舘

・
不
霧

避
暑

で
あ
る
.
街
並・通
保
険
に
於
て
は
國

齢

家

が
多
少

の
利
益
を
得

る
こ
ε
困
難
で
な

い
、
其
利
益
を
以
て
簡
易
生
命
保
険

の
鉄
損
を
補
は
ゴ
、
生
命
保
険
は
「

酵

ネ
　

け

塗
壁

於
て
最
も
能
く
肚
會
政
策
の
要
求
に
攣

る
事
が
出
来
。
。

曙

二

井

祀
會
政
策
よ
り
観
ん
ゐ
我
国
の
財
政

.

・
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舳

泄
會
政
策
よ
り
観
た
ろ
我
国
の
財
政

」

」

第
九
巻

(第
】
號

七
二
)

七
こ

以
上
述
ふ
る
が
如
く
肚
會
政
策

の
見
地
よ
り
観
察
す
る
と
き
は
官
業
井
に
官
有
財
産

の
範
園
は
廣
汎

に
亘
る
べ

き
も
の
で
あ
る
が
、
我
国
に
於
け

る
官
業
は
如
何
&
い
ふ
問
題
に
移
て
研
究
し
て
見

や
う
。

我
国
に
於
て
も
官
有
財
産
#
に
官
業
こ
い
ふ
べ
き
も

の
少
く
な
い
、
鐵
道
、
郵
便
、
電
信
、
電
話
、
郵
便
貯
金
、

簡
易
生
命
保
険
、
製
鐵
、
印
刷
、
造
幣
「
製
絨
、
造
兵
、
造
船
等

の
事
業
を
国
家
が
経
管
し
、
水
道
、
電
鐵
、
電

燈
、
琵
斯
等
を
市
が
経
管
し
て
居

る
。

一
寸
見
れ
は
鯨
程
肚
會
政
策
的
色
彩
を
帯
て
居
る
様
で
あ
る
が
、
よ
く
分

析

し
て
見
な
け
れ
は
軽
々
に
判
断
を
下
ず
鐸
に
行
か
ぬ
。

鐵
道
は
明
治

の
初
年
よ
り
政
府
自
ら
之
を
敷
設
し
初
め
、
年
を
逐
て
其
線
路
も
次
第
に
延
長
せ
レ
が
明
治
三
十

・

九
年
鐵
道
国
有
法
を
定
め
鐵
道
国
有

の
主
義
を

一
定
し
全
国

の
私
設
鐵
道
十
七
肚
を
買
上
く
る
事

こ
な
り
、
翌
四

・
十
年
十
月
に
其
業
を
終

へ
な
、
此
く
し
て
大
禮
幹
線
は
政
府

の
手
に
蹄
し
允
、
小
銭
遣

の
如
き
は
荷
私
設
會
訊肌
の

有

ε
し
て
縷
れ
る
も

の
少
く
な
い
。

郵
便
も
明
治

の
初
年
之
を
凋
占
盲
管
亡
し
、
明
治
二
十
五
年
よ
り
は
小
包
郵
便
を
創
め
同
三
十
三
年
よ
b
は
.償

格
表
記
現
金
取
立
に
關
す
る
事
務
を
開
き
、
郵
便
附
属
事
業
を
擾
張
し
來

つ
だ
、
電
信
も
亦
明
治

の
初
年
よ
り
凋

占
官
瞥

ε
し
、
電
話
は
明
治
二
十
三
年
よ
り
之
を
創

め
て
政
府

の
濁
占
官
鞍
こ
し
た
。

郵
便
貯
金

の
制
度
も
明
治
八
年
よ
り
之
を
創
め
同
時

に
郵
便
爲
替
事
務
を
も
扱

っ
て
.居

つ
授
が
、
明
治
三
十
九
年

よ
b
は
更
に
郵
便
貯
金
振
替

の
制
度
を
も
加
ふ
る
に
至
つ
穴
。

昌



・

「

簡
易
生
命
保
険
は
之
に
反
し
最
近

の
創
始
に
か

＼
る
、
即
ち
大
正
五
年
よ
h
・
之
を
始
め
托
に
過
さ
ぬ
。

造
幣
局
、
.印
刷
局
、
千
住
製
絨
所
、
砲
兵
工
廠
、
海
軍
工
廠
等
は
共
に
古
る
い
歴
史
を
持

っ
て
居

る
が
、
製
鐵

所

は
明
治
二
十
九
年
よ
り
以
来
、
海
軍
火
薬
廠
は
大
正
七
年
よ
め
以
來

の
盲
管
事
業
で
あ
る
。

此

の
如
く
我
國
官
業
は
既
に
明
治
維
新

の
後

に
其
大
膿
の
輪
廓
を
備

へ
日
清
日
露
戦
役
後
に
更

に
之
を
援
大
し

た
ご
も

い
ふ
事
が
出
来

る
、併
レ
乍
ら
そ
は
現
存
せ
る
官
業
を
歴
史
的
に
見

て
判
断
し
た
る
に
過
ぎ
戯
、若
し
夫
れ

官
業

の
全
騰
に
就
て
歴
史
的
考
察
を
加

へ
ん
乎
、
共
切
に
官
業
た
り
し
も

の
に
し
て
民
業
に
移
れ

る
も

の
少
↓
ε

コ

ヒ

せ
な
い
、繊
維
工
.場
、
鍛
工
場
、
窯
業
、
探
鑛
業
笹

の
如
し
是
等

の
事
業
は
多
く
明
治
の
初
年
に
之
を
起
し
明
治
十

五
⊥ハ
年
頃
よ
り
同
二
十
三
四
年
の
頃
迄
に
之
を
挑
下
げ
た
、
其
模
範
工
場
渡
る
性
質
を
有
す

る
も

の
は
、
之
を
彿

下
く
る
も
強
ち
肚
會
政
策

に
反
せ
り
ε
い
ふ
事
を
得
な
い
け
れ
こ
も
、
其
凋
占
的
性
質
を
有
す
.る
も
の
に
至
て
は

肚
會
政
策
上
之
を
憎
ま
ね
ば

な
ら
ぬ
、
探
鑛
業
に
關
ず
る
も
の
に
於
て
最
も
撚
り
で
あ

る
、
明
治

の
初
年
に
於
て

は
我
国
政
府

の
所
有

に
か
、
れ
る
鑛
山
少
く
な
か
つ
だ
、
.佐
渡
、
生
野
、
小
坂
、
.三
池
、
高
島
、
阿
仁
、
院
内

、

廣
島
、
大
葛
、
川
口
、
飛
川
、
漁
戸
、
、幌
内

、
岩
内
、
唐
津
等
の
鑛
山

は
即
ち
そ
れ
で
あ

っ
な
、
是
等
の
鑛
山
に

は
政
府
は
大
な
る
資
本
を
撰
し
、
天
外
國
よ
り
技
師
を
聘
し
経
管
怠
り
な
か
っ
た
が
、
明
治
七
年

に
は
既
に
高
島

淡
坑
を
費
り
下
げ
、
明
治
十
七
八
年
に
は
其
他

の
鑛
山
を
順
次
彿
下
け
、
僅
に
佐
渡
、
土
塀

、
三
池
、廣
島
、唐
津

專
を
飴
.す
に
過
ぎ
な
か
つ
於
、
而
し
て
其
三
池
は
明
治
二
十
二
年
に
三
井

に
費
り
下
げ
ら
れ
、佐
渡
生
野
は
同
二
十

、

ロ

肚
會
政
策
よ
71
観

た
ろ
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財
政
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「
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政
策
よ
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財
政
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四
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七
四

三
年

に
御
料
に
移
零
れ
後
三
菱
會
計
一の
手
に
這
入
つ
挺
、
然
る
に
日
清

戦
役
後
枝
光
製
鐵
所

の
設
立
せ
ら
る
、
や

原
料
品

の
供
給
を
確
保
す
る
か
爲
め
に
、
二
瀬
炭
坑
、赤
谷
鑛
山
を
買
上
け
、
海
軍

の
燃
料
を
得
ん
か
矯
め
に
日
露

.戦
役
後
聾

採
炭
所
を
起
し
、
新
原
、
御
徳
、
大
嶺

の
三
炭
坑
費

上
其

、
若
し
後

に
至
て
瀕
山
を
要
す
る
%

の
な
ら
は
初
に
彿
ひ
下
げ
た
の
は
誤
り
ご
謂
は
ね
は
な
ら
ぬ
。
且

つ
国
家
か
又
餓
遭
逢
経
鬱
す
る
以
上
は
製
鐵
斬

り
設
立
扱
く
ε
も
多
く
の
石
炭
を
要
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
炭
坑

は
拙
下
く
べ
き
で
は
な
か
つ
九
、
若
毛
嚢

に
我

政
府
か
三
池
、
高
島
等

の
炭
坑
を
挑
下
げ
な
か
っ
た
な
ら
は
、
今
日
共
擁
有
番

の
獲
得
レ
つ

・
あ

る
利
益
ば
國
庫

に
締
し
、
国
庫
を
富
ま
す
こ
ご
少
ぐ
な
か
つ
授
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
則
ち
是
等

の
彿
.下
は
反
吐
會
政
策
的

の
.遣
り

方

で
あ

っ
た
ε
許
せ
ね
は
な
ら
鼠
。
.

余
は
更
に
現
在

の
我
官
業
が
肚
會
政
策
上
幾
何
の
償
.但
を
存
ず
る
か
を
考
察

し
て
見

や
う
、
そ
れ
に
ぽ
先

ρ
官

、業

の
牧
人
が
幾
何
に
達
し
て
居

る
か
を
調

へ
て
見
ね
は
な
ら
ね
b
.今
大
正
八
年

の
豫
算
に
依

る
ご
左

の
如
く
で
あ

る
。

覧

簡 大 郵 朝 寒 帝

易藏羅灘 國

灘 讐雛

紬

牧

人

4
冨
五
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豫

備
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吾
O
δ
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三
〇
δ
0
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局

千
佳
製
絨
所

東
京
砲
兵
工
廠

大
阪
砲
丘ハエ
廠

海
軍
工
廠
貫
金

海
軍
火
薬
廠

海
軍
採
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.

製
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所
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0
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二
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、
O
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二
〇
、
ゼ
七
六
、
四
竃
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茜
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六
六
(
、
0
二
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、五
五
置
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、
四
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玉
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九
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三

垂
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δ
(
(
δ
(
(

四
、
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八
べ
(
一
、

直
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盆
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一、
(
〇六
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き

δ
〈
廻
心
8

六
五
、
ロ
八
六
、
E
五
Q

葺
E
、三
交

三
〇
、〈
苫

四六
.閤
莞

三
四
、
O
ロ
九
、
昌
く
(

=
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】
、
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、
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0
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奎

δ
三
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言

、
0
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幽
、
吾

O

δ

δ

O
O

有
の
表
中
で
大
賊
省
預
金
は
郵
便
貯
金
奄
.
.な
る
も
の
ご
マ
、
.其
穂
牧
人

ド
償
う
も
の
11
運

用
の
結
果
ピ
し
て
得

た
る
利
子

で
め
吋
、
経
管
費
の
項

に
記
ぜ
み
も
の
に
貯
金
者

に
支
那

ふ
利
子

で

一
般
曾
計
に
繰
入
れ

る
べ
き

も
の
で
あ

ろ
。

止
灸
で
観
て
も
総
牧
人
ご
し
て
政
府
め
手

に

一
旦
這
入

っ
て
來
る
金
額
は
八
九
億
圓
に
止
り
.
純
益
に
℃
も
三

億
圖
に
達
し
て
居

る
、
若

し
政
府
が
是
等
の
官
業
な
り
官

有
財
産

を
皆
様
下
げ
て
民
有
民
業
に
移
し
た
な
ら
は
此

の
如
意
互
額
.の
牧
人
は
私
人
に
嚇
し
其
私
人
の
中
に
て
も
主

こ
し
て
富
豪
に
蹄
す
る
で
あ
ら
う
、
蓋
し
是
等
の
企

業
は
或

紙
燭
肖
に
曝
し
然

ら
す
ご
も
大
資
本
に
依
て
経
管
せ
ら
る
」
も
の
で
あ
る
か
ら
、
民
業

ご
云

へ
は
大
資
本

家
の
手
に
入
る
よ
り
外

な
い
か
ら
で
あ
る
、
果
レ
て
熬
り
ご
せ
ば
我
国

の
官
業
も
富

の
分
配

の
不
平
等

こ
な
る
を

妨

げ
て
居

る
ε
謂
は
ね
は
な
ら
ぬ
。

肚
曾
政
策
よ
り
観
た
る
我
国
の
財
政

第
九
巻

(第
一
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肚
會
政
策
よ
り
観
た
ろ
我
国
の
財
政

第
九
巻

(第
一
號

七
六
)

七
六

此
の
和
ぐ
諭
し
来
れ
は
我
国

の
官
業
も
亦
祉
曾
政
策
上
多
少

の
意
義
を
有
し
て
居

る
と
認
め
ね
は
な
修
ぬ
、
併

し
乍
ら
、
肚
會
政
策

の
上
か
ら
見
れ
ば
未
だ
理
想
的
の
噛

の
ε
は
云

へ
ぬ
、
「肛
會
政
策

の
眼
鏡
で
見
れ
ば
、
樹
官

業
の
撮
張
を
せ
ね
は
な
ら
ぬ
も
の
多
く
存
在
レ
て
居

る
、
余
の
見

る
所
を
以
て
す
れ
は
、
}
番
に
官
業

の
領
域
内
に

入

っ
て
來
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
も

の
は
水
力
電
気
等

0
動
力

工
業
で
あ
ち
う
と
思
ふ
、
水
力
の
如

き
は
、
國
内

に
限

定
せ
ら
れ
て
自
然
的
凋
占

の
性
質
を
帯

び
、
其
電
力
は
電
燈

に
黙
せ
ら
れ
、
電
鐵
を
動
か
し
、
獲
達
し
来

る
べ
き

諸
工
業
に
動
力
を
供
給
す
る
も

の
で
あ
る
、
若
し
電
鐵
電
燈
等
を
市
警

達
せ
ね
は
な
ち
ぬ
嬬
ず
れ
ば
、
電
力
工
業

を
市
瞥

円
し
若
く
は
国
管

こ
す

る
こ
ε
を
許

さ
ね
は
な
ら
ぬ
。
.
,

次
に
眼
を
轄
し
て
我
国
の
地
方
財
政

に
.於
け
る
官
有
財
産
弁

に
官
業
を
見

る
に
、
吾
人
は
其
貧
弱
な
る
に
驚
か
.

ざ
る
を
得

な
い
。
都
票

水
道
、竜
戴
、電
燈
、
琵
斯
等

量

蕃

経
管
す
る
は
、
都
市
肚
會
政
策
上
種
て
必
要

の
事

に
騒
す
る
の
で
あ
る
が
、
我
国
に
於
て
は
却
て
私
有
私
瞥
か
榮

え
て
居

る
、
最
近

に
至
て
大
都
に
於
て
多
少
市
警

ド

の
気
運
か
生
し
て
水
窪

過
島

・
即

ち
電
氣
粟

に
.就

義

東
京
、
京
都
.、
大
阪
、
聲

、
仙
蔓

、
齢
岡
寺
に

於

て
、.
罠
新
事
業
に
就
て
は
横
濱
、
幅
井
等

に
於
て
市
螢
主
義

が
行
は
れ
て
来
た
、
併
し
乍

ら
東
京
、
京
都
、
大

阪
の
如
き
三
大
都
市
に
於
て
も
荷
電
燈

に
關
し
て
は
私
設
會
肚

が
勢
力
を
張

て
居
る
の
で
あ
る
、
電
鍍
経
管
を
市

の
濁
占

こ
し
乍
ら
、
電
燈
事
業
を
市

の
凋
占

ε
せ
な
い
の
は
不
徹
底
&
い
は
ね
は
な
ら
ぬ
、
、
叉
電
燈
事
業
を
市
螢

ε
し
乍
ら
之

ご
同
様
に
熱
力
光
力
を
供
給
す
る
琵
新
事
業
を
市
螢

ご
せ
な
い
の
も
亦
不
徹
底
ご
謂
は
ね
は
な
ら
ぬ



只
都
道
事
業
に
就

て
は
近
来
大
に
獲
達
し
て
来
た
跡
が
見

ゆ
る
今
之
な
統
計

に
徴
す

る
に
左
の
如
く
で
あ
る
。

明
治
一
=

二
六
一一=
三
六
四

一
.

四
二
四
三
.

四
四

大

正

一兀二

.

三四五

水

道

轍
一

.

耳七三晃
一三二四胃三三四艶四二男

丑
0

水

管
延
長里

.

二
六

　
七

.

一圏
四
四
〇

三
九

莞

四

{
冒三

附会薯

距

(六
三

莞

嵩

尖

0

(

(

(

水

料

維

額
噛

円

圏
力
、
冨
雇

(
六
、
蒼

〇

四
〇
『

カ
　三

一
貞
九
回
、
H入
E

二
、
へ
四
蕊
、
火
ル
一

旱
、
四
鹿
北
、
七
四
H一・

黒

O
碧

、八
晃

昌
、
亟
く
(
、
冒
一層
眉
.

四
、
一
E
カ
、
六
四
d

』
,

五
、
密
画
、
至

重
、
湘
五
四
、
八
9
「

穴
、
一
三
七
、
;

旦

六
、
蜘
砥
一
、
丑
堅

,

覧

「

.

㌦

.

今
其
如
何
に
我
国

の
都
市
が
比
熱
に
於
て
後
れ
て
居
る
か
を
見
る
か
爲
に
濁
逸
井
に
英
國
を
引
合
に
出
し
て
見

や
う
。

`

.

.

凋
逸
に
於
て
は
水
道
混
斯
電
氣
暮

の
事
業
は
多
く
都
市

の
経
鬱
す
る
所
ε
な
っ
て
居
る
、

エ
ー

エ
ベ
ル
.グ
に
擦

　
て
、
二
萬
人
以
上
の
人
口
を
有
す
る
都
市
二
百
十
九
に
就
て
是
等
事
業
の
撒
井
に
市
管

の
撒
を
示
す
ε
左

の
如
く

で
あ
る
。審

政
箏

り
塑

義

側
・
財
政
.

第
九
巻

篁̂

號

七
七
)

七
七

,
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社
倉
政
策

よ
り
観
た
る
我
国
の
財
政

第
九
巻

(第
.一
號

七
八
)

七
八

水

連

瓦

斯

・

電

熱

ー

ー

ー

ー

ー

ー

縄
掛
轍

百
分
比

絶
対
敵

百
分
比
.

縄
掛
鍛

百
分
比

総

数

三
四

㊤
四
W

三
穴
.

O
。・も
獣

一七
〇

刈
唄
.a
承

.

市

管

駁

二
9
「

露

承

「葦

ロ
o
ま

ご
壷

o
『
.贈
遺

英

國

に
於

て

も

市

螢

事

業

は

大

に

獲

達

し

て
居

る

最

近

の
統

計

に

徴

す

る

遭

左

の

如

く

で

あ

る

。

地.電 電 瓦 水
計
方

税 鐵 燈 斯 道

英

聞

及

ウ

エ
ー

ル

ズ

E
、
;
蓋
、
垂
直

眉
、
(
〇
四
、
E
且
へ

四
δ

「三
盆
「含

(
、
へ
置
四
、
湘
省
六

三
瓢
、
(
ズ

、
薯

〇

大
雪
、
藍

島
、
一己
力

蘇

蘭

一
δ
(
四
、
穴
畳

一
、
カ
(
七
、
聖

へ

「
富
蚕
、
倉

カ

一
、
二

六
、垣
督
「

五
、
呈

、
四
.δ

.

六
、
(
=

、
一〇
五

愛

蘭

里
則
一
、
四
拍
湘

三
豊

、
嚢

三

一肉
置
、
置
冒
一
.

「=
(
ゴ

呈

一
、
=
(
、
六
町
旺
.

亀
、
三
一
超
、
二
£

此
表
に
依
り
、
市
警
事
業
牧
人
を
地
.方
視

に
比
較
し
て
見

る
ε
英
蘭
ウ

エ
ー
ル
ズ
に
て
は
約
四
割
.
・蘇
蘭

に
て

は
七
割
強
.、
愛
蘭
に
て
は
三
割
四
分
と
な
る
、
如
何
に
官
業
牧
人
の
地
方
財
政

に
重
き
を
寫
す
か
を
知
る
べ
き
で

あ
る
。
余
は
此
論
文
に
於

て
邸
國

の
財
政

と
其
肚
會
政
策

ご
の
關
係
を
研
究
せ
ん
ご
す
る
の
で
憾
な
い
が
、
英
凋

の
例
を
見
ば
如
何
に
我
国

の
未
な
共
に
談
ず
る
に
足
ら
ぬ
か
ご
剣
か
る
か
ら
藪
に
引
用
し
π
迄
で
あ
る
。

又
欧
洲
諸
国
に
で
倣
、
都
市
が
貯
蓄
銀
行
を
鞍
軌
も
の
頗
る
多

い
の
で
あ
る
が
、
我
国

に
於
て
は
典
例
を
聞
か

ぬ
・

℃
.

之
を
要
す
る
に
我
國

の
都
市
財
政
に
於
て
は
、
官
業
の
見
る
に
足

る
も
の
な
い
、
其
間

に
肚
會
政
策
は
殆

ご
講

TheSし 飢eδlnaゴ5Yeそ ↓r-110ukx914・p.51

、
.

F

『



㌧

せ
ら
れ

て
居

な
い
と
謂

は
ね
ば

な
ら
ぬ
。

第
三

租
税
と
瀧
會
政
策

一

租
税
は
元
來
私
経
済

の
主
贈
…よ
趣
之
を
徴
牧
す
る
も
の
で
あ
る
、
其
徴
牧
に
際
し
て
富
め
る
者
に
多
額
を
課
し

貧
し
き
者
に
極
て
少
額
を
課
す
る
か
ヌ
は
之
を
発
す
る
ε
き
は
経
済
界

に
自
然
に
生

し
尭
分
配
の
不
　
「
等
を
攣
更

†
る
こ
ご
が
出
來

る
。
故

に
租
税
は
肚
會
政
策
を
行
ふ
好
手
段
ε
な
る
も
の
で
あ
る
、
學
看
逸
早
く
光
勲
に
注
意

し
、
.租
税
は
純
財
政
的
目
的
を
有
す
る
と
共
に
肚
會
政
策

の
目
的
を
も
宿
せ
ね
は
な
ら
ぬ
蓬
誘
く
に
至
っ
た
、

ワ

.

グ
子
ル
を
以
て
其
代
表
者

ピ
す
る
.
氏

は
租
税
を
観
念
す
る
に
當
り
て
も
純
財
政
的

ご
肚

曾
敬
策
的
ε
に
分
ち
、

耽
會
政
策
.駒
組
視

の
観
念

に
於
て
は
.國
艮
所
得
井
に
國
民
財
産

の
分
配
を
矯
.正
す
る
こ
ご
を
目
的
ご
す

る
も

の
で

あ

る
と
い
ひ
、
此
目
的
は
荷
振
躾
し
て
個
人

の
所
得
#
に
財
産

の
使
用
消
嚢
を
矯
正
す
る
こ
ご
に
迄
推
及
ほ
す
ご

オ

ε
が
出

家

る
ε
主
張

し
て
居

る
。
.

キ
を
　

ワ
グ
予
ル
の
此
主
張
に
謝
し
て
は
學
者
の
中
で
根
本
的
に
反
謝
す
る
者
が
あ
る
、
併
し
其
反
射
底
徹
底
的
で
な

い
、
或
は
租
税
は
収
入
の
目
的
を
持
て
居
る
以
上
肚
曾
政
策

の
目
的
を
持
ち
得
な
い
ご
云
ふ
も

の
が
あ

る
.、
さ
れ

ざ
前
述

の
如
く
財
政
な
る
も
の
は
国
家
の
且
的
を
蓮

ず
る
手
段
て
あ
る
以
上
は
肚
會
政
策

の
目
的
を
兼
ね
有
し
て

吐
會
政
策
よ
り
観
た
ろ
我
国
の
財
政

」

第
九
巻

(第
一
號

七
九
)

駈
七
九

MAdol五Wagner.Finazwissenschaft.II,「reil.2.Aufl・S.207・ 一
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肚
會
政
策
よ
り
観

た
ろ
我
國

の
財
政

第
九
巻

(第

一
號

八
Q
)

,

八
○

も
毫
も
差
支
な
い
、
租
税
に
就
て
の
み
響

連

つ
た
理
論
を
當
て
籍
む
べ
き
霊

い
、
否
租
税
に
就
て
も
畢
者
は

普
通
他

の
且
的

を
兼

楓
有
す
る
こ
ε
を
許
し
て
居
る
、例

へ
は
保
護
税

の
姐
き
で
あ
る
、
保
護
繋

租
繋

る
以
上

は
吸
入
の
目
的
を
有
す
る
こ
巳
は
付
入
も
之
を
否
ま
ぬ
で
あ
ら
う
、
　刑
し
て
其
保
護
税
な
る
所
以
は
輸

入
偏

の
償

を
高
く
し
以
て
幼
稚
な
る
内
地
産
業
を
保
護
せ
ん
&
す
る
に
存
し
て
居

る
凶
徒
て
保
護
税
は
産
業
政
策

の
目
的
を

有
し
て
居
る
ご
い
へ
る
、
更

に
換
言
.ず
れ
は
租
税
が
産
業
政
策

の
手
段
ε
し
て
用
ゐ
ら
る
、
も

の
ε
い
ぶ

べ
き
で

あ
る
、
此
の
如
く
租
税
が
他
の
政
策
.の
手
段
&
し
て
用
ゐ
ら
る
、
を
許
す
せ
き
は
肚
會
政
策

の
手
段
と
し
て
用
ふ

る
事
を
も
許
昏
ね
は
な
ら
ぬ
。
學
者
我
は
租
税
は
肚
會
政
策

の
観
念
を
借
ら
す
ε
も
富
者
に
重
く
課
し
貧
者
に
輕

　

.

く

課
す

る

の
論

理
を
築
き
上
げ

る
こ

ご
が
出
乗

る
ご

い
ふ
も

の
が

あ

る
、
素

よ
り

さ
う
で
あ

る
が
、
併

し
軍

に
富

者
量

養

者
に
撃

課
窪

い
ふ
も
富
者
盛

者
こ
の
脛
潴
能
力
が
同
じ
程
度
に
打
警

受
け
る
手

れ
は
両

者

の
断
隔
は
依
然

こ
し
て
愛
す
る
事
は
な
い
、
即
ち
富

の
分
配
に
は
鍵
更
を
見

な
い
ε
謂

っ
て
よ
い
、
然
る
に
肚

會
敬
策

に
立
脚
す
る
ε
き
は
生

産
を
進

め
富
者
ε
貧
者
.ご
の
間
隔
を
縮
め
る
事
ご
な
ち
ね
は
な
ら
ぬ
、
吐
會
政

ト
　

を
　

策
を
是
認
す
れ
ば
此
結
果
を
得

る
事
を
趣
旨
ε
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。

,

更
に

一
渉
を
進
て
考
ふ
る
に
、
租
視
に
肚
會
政
策

の
目
的
を
持
た
せ
な
い
&
し
て
も
實
際

に
於

て
は
租
税
が
分

配
を
愛
更
し
貧
富
懸
絶
を
和
ら
ぐ
も
の
か
出
来
て
來
や
う
、
此

の
如
き
は
肚
會
政
策
を
目
的
&
せ
な
い
で
、
而
も

肚
會
政
策

の
所
期
す

る
結
果
を
得
た
も

の
ε
謂
は
ね
は
な
ら
ね
、
砒
會
政
策

の
目
的
を
否
認
す
る
者
は
此

の
如
き

＼終 田中穂積博士、肚會政策畢會論叢第九冊一六頁以下

継 上田貞次郎藩士、同上第十朋二四〇頁以下

・

闇
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覧

租
税
を
斥
け
ね
ば
な
る
ま

い
、
併

し
そ
れ
は
時
代

の
精
神
ご
相
容
れ
拭
い
で
.あ
ら
う
。

之
を
要
す
る
に
租
税
を
以
て
耐
食
政
策
を
行
ふ

一
手
段

ε
す
る
こ
と
拡
不
都
合
で
な
い
之
を
許
惑
ね
は
な
ら
ぬ
。

=

余
は
更
に
進
て
我
國

の
租
税
が
泄
會
政
策

の
眼
鏡

に
如
何
に
映
す
る
か
を
研
究
し
で
見

や
う
ご
思
ふ
。

、此
研
究

に
關
し
て
は
、
余
は
嘗
て
肚
會
政
策
學
會

の
大
曾
に
於

て
之
を
獲
表
し
セ
か
ら
弦
に
重
て
贅
す
る
の
必

要
が
な
い
、
只
大
髄

の
論
旨
を
述
ぶ
る
に
止
め
て
置
く
、
我
國
の
租
税
制
度

に
は
融
會
政
策

の
痕
跡
の
存

し
て
居

る
所
も
あ
る
が
、
大
盟
か
ら
い
ふ
ε
反
乱
會
政
策
的
方
向

に
走

っ
て
居

る
ご
い
ふ
べ
き
で
あ
ゑ

第

一
に
潰
費
税
に
就
て
之
を
見
や
う
。
元
來
消
費
税
は

一
般
の
人

の
消
費
す
る
物
、品
を
課
挽
客
膿
せ
す
る
か
故

に

一
般

の
人
殊
に
貧
者
階
級
の
負
捲
ε
菰
る
を
免
れ
ぬ
、
從
て
税
の
性
質
か
ら
反
吐
會
政
策
的
傾
向
を
有
す
る
も

の
ε
い
ふ
こ
ご
か
出
家
る
舟
然

る
に
我
国
の
税
制
に
て
は
、
殊
に
貧
者
階
級
の
み
の
負
憺
と
な
る
べ
き
租
税
が
多
く

あ
る
、
櫨

㊨
專
費
に
よ
り
て
税

せ
ら
る
〉
が
如
き
、
醤
油
税
、
有
家
用
醤
油
視

の
如
き
、
石
油
消
費
税

の
如
き
皆

さ
う
で
あ
る
、
石
油
消
費
税
が
あ
り
て
電
燈
椀
が
な
い
、
田
舎

の
.貧
乏
人
を
税
し
て
都
會

の
商

工
業
者
を
視
せ
な
い

と
も

い
へ
る
、
織
物
消
費
税
に
℃
は
絹
織
軌
も
木
綿
織
物
も

一
様
に
律

し
て
其
間
に
差
別
を
つ
け
ぬ
、
砂
糖
漬
費

税
や
烟
草
専
萱
に
よ
る
課
税
に
於
て
は
品
物
に
就
て
等
級
を
附
し
枕
牽
を
異
に
し
稚
富
者
に
重
く
課
し
貧
者
に
.軽

く
祝
す
る
.の
趣
旨
を
表
は
し
て
居

る
け
れ
こ
も
織
物
清
費
税
は
之
ご
全
く
異
て
居

る
、
貧
者
富
者
を
同

一
牽
に
て

壮
會
政
策
よ
り
観
た
ろ
我
国
の
財
政

第
九
巻

(第
「
號

入
=

入
「

9

曾政策學會論叢第九肪四一頁乃至七六頁
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、

敵
會
政
策
よ
り
観
た
る
我
画
の
財
政

第
九
巻

(第
一
號

八
三

入
ご

、税
す
る
は
貧
者

の
負
憺
を
重
く
す
る
こ
ε
に
隔即
す
る
の
で
あ
る
、
.是
が
故
に
我
國
の
消
費
税
は
大
鵬
に
於
て
反
吐

會
政
策
的
の
も

の
で
あ
る
ε
論
断
せ
ね
倣
な
ら
ぬ
。
.

消
費
税
か
反
肚
會
政
策
的
で
あ
っ
て
も
所
謂
直
接
税
#
に
流
通
税
に
於
て
富
者
に
重
く
課

す
る
事
に
な
つ
で
居

れ
ば
、
租
税
制
度
全
禮
に
於
て
砒
會
政
策
的
色
彩
が
生
し
て
来
る
が
、
我
国

の
所
謂
直
接
税
流
.通
税
は
湘
さ
う
な

っ
て
居

な
い
」
流
通
税
中
に
は
通
行
税
の
如
く
圭
ご
し
て
貧
者
階
級
爬
枕
す
る
も

の
か
あ
り
印
紙
税
登
録
税

の
如

き
圭
.ε
し
て
富
者
階

級
に
税
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
大
農
か
ら
い
へ
ば
貧
富
両
階
級

に
税
す
る
も
の
で
あ

る
。

所
謂
直
接
税

の
組
立
て
か
ら
い
へ
は
、
所
得
税
を
中
心
ε
し
、
戦
時
利
得
税
、
地
租
、
管
渠
挽
、
相
続
税
を
配

し
て
居
.る
、
土
地
増
償
椀
、
家
屋
税
、

一
般
財
産
税
の
如
き
は
ま
だ
租
税
立
法
の
.上
に
現
は
れ
て
来
て
居

な
い
、

而
し
て
戦
時
利
得
税
は
、
大
正
八
年
度
を
限
り
廃
止
せ
ら
る
、
筈
で
あ
る
か
ち
、
富
者
階
級
に
勤
す
る
課
税
は
其

種
類
に
於
て
難
し
て
居

な
い
、
戦
時
利
得
税
は
共
性
質
上
臨
時
的
.の
も
の
で
あ

る
け
れ
ざ
も
、
萄
く
も
戦
争
の
影

響
己
ま
さ
る
限

り
は
之
を
課
す
べ
き
.で
あ
る
、
戦
争

は
大
正
八
年
度
に
終
い魑
す
る
も
の
と
見
得
ら
れ

る
で
あ
ら
う

が
、
戦
争

の
餓
波
は
仲
、々
容
易
に
止
む
ま
い
、
而
し
て
其
戦
争

の
餓
波

に
依
て
大
に
.利
得
す
る
者
に
課
税
せ
さ
る

は
、
富
者
階
級
に
封
ず

る
税
が
不
十
分
で
あ
る
ご
い
は
ね
は
な
ら
ぬ
、
諸
國

の
例
を
見
る
に
、
戦
争

か
初
ま
り
て

逸
早
く
此
種
の
視
を
起
し
戦
.後
に
は
之
を
攣
形
し
て
超
過
利
得
税
こ
し
、
利
得
が

一
定
の
率
を
超

え
穴
ゐ
ε
き
に

は
皆
之
に
課
税
す
る
と
々
て
職
腓
利
得
税

の
精
神
を
永
く
楓
示
し
て
行
く
こ
ご
に
な
っ
て
居

る
、
我
國
は
戦
争
初

.



臣

ま
っ
て
も
戦
時
利
得
税
を
起
ず
に
躊
躇

し
、
・漸
く
大
正
七
年
度
に
至

て
税
法
が
出
来
だ
が
、
之
を
行
ふ
こ
と
僅

に

二
年

に
し
て
之
を
屡

せ
ん
ご
し
て
居

る
、
、欧
米
諸
国

こ
比

へ
て
見
れ
ば
、
非
常

の
相
蓮

が
あ
る
、
偶
々
我
国
の
富

者
階
級
課
税
の
不
徹
底
を
反
講
ず
る
も
の
で
あ
る
、
更

に
所
謂
直
接
税
の
中
心
な
る
べ
き
所
得
税
に
就
て
之
を
見

る
.に
、
其
累
進
税
を
課
し
て
居

る
の
は
、
可
な
れ

`
も
、
其
挽
牽
が
個
人
所
得
に
重
く
、
合
資
合
名
會
肚

の
所
得

に
軽

い
、
株
式
會
砒
株
式
合
資
會
砒

の
所
得
に
至
て
は
累
進
税
率
を
以
て
課

せ
す
比
例
税
牽
を
以
て
課
す
る
に
止

ま

っ
て
居

る
、
大
資
本

に
.な
る
程
軽
く
税
し
て
厨

る
、と
謂
は
ね
は
な
ら
ぬ
、
然
り
而
し
て
個
人
所
得
税
は

一
般
所

得
税

の
形
を
備

へ
て
居

る
け
れ

冠
も
株
式
會
就

の
配
當
金
賞
與
金
公
債
肚
債

の
利
子
等
よ
り
成

る
所
得
を
除
外
す

る
が
故
に
、
今
.日

の
脛
濟
就
會
に
分
配
せ
ら
る
べ
き
國
民
所
得

の
大
部
分
を
逸
し
て
居

る
、
.勿
論
是
等

の
有
償
證

券
よ
り
す
る
利
得

は
、
或
は
株
式
會
吐
所
得
税
嫁
し
て
間
接
に
課
せ
5
れ
或
は
第
二
種
所
得
税

ご
し
て
課
せ
ら
れ

て
居

る
ε
云
ふ
事
が
出
癖
や
う
が
、
前
者
は
實
際
に
於
て

株
式
會
肚

の
瞥
業
費
ご
同
様
に

控
除
せ
ら
る
Σ
か
故

に
、
配
當

に
.影
響
せ
な
い
こ
域
多
く
、
獲
て
個
人

の
手
に
渡

る
べ
き
配
當
金
は
何
等

の
租
税
を
負
憺
せ
ぬ
巳
も

い

へ
る
、
後
者
も
国
債
に
至
て
は
全
く
免
税
せ
ら
れ
て
居

る
、

↓
歩
を
譲
て
是
等
が
皆

】
度
課
税
せ
ら
れ
て
居

る
ε

見

て
も
、
そ
は
財
源
に
就
て
別
々
に
祝
す
る
も
ゆ
な
る
が
故
に

一
般
所
得
税
を
形
ら
す
し
て
軍
に
牧
盗
視

の

】
種

ε
見

る
曳
き
で
.あ
る
、
即
ち
地
主
が
地
租
を
彿
ひ
管
業
者
が
轡
業
視
を
沸
ふ
様
に
、
株
主
も
配
當
視
を
彿
ひ
公
債

肚
債

の
持
主
も
公
債
胤
債
利
子
税
を
抽
ふ
も
の
ζ
見

る
べ
き
で
、
皆
牧
盆
椀
の
性
質
を
帯
び
て
居
る
、
.地
主
や
螢

羅
臼
噛政
策
工
り
観
た
ろ
我
厨

の
財
政

第

九
巻

〔第

一
號

八
三
}

八
三

㌔

引
.

「



幽

敢
會
政
策
二
叫
観
た
る
我
国
の
財
玖

第
九
巻

(第
「號

八
四
)

八
四

業
者

は
此
牧
益
税

の
外
に
、
更

に
所
得
税
を
負
据

し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
株
主
も
公
債
肚
債
持
主
も
股
益
税

の
外

鰓
所
得
税
を
質
権
し
て
然

る
べ
き
で
あ
る
、
然

る
忙
今
日

の
我
税
法
に
て
は
之
を
負
捲
せ
な
い
こ
オ
に
な
つ

・

て
居

る
、
思
ふ
に
.経
済

の
進
歩
は
農
業
國
よ
b
商
工
業
國
に
移

る
を
順
序
ε
す
從
て

一
団

の
富

の
中
心
は
不
動
産

よ
り
有
償
證
券
に
移

る
も
め
で
あ
る
、
我
国

の
現
歌
は
此
過
渡

の
時
代
に
居

る
も

の
で
、
年
々
商
工
業

が
榮
え
歳

々
會
肚
が
増
加
し
て
、
有
償
證
券
は
愈
々
殖
え
づ
つ
あ
る
の
で
あ
る
、
此
時

に
嘗
て
株
式
會
砒
に
最
も
軽
く
税
し

有
償
證
券

の
牧
人
を
免
税
し
若
く
は
輕
く
税
す
る
は
富
者
を
し
て
益

々
富
ま
し
め
分
配

の
不
卒
等
を
愈
々
激
し
く

す
る
も
の
こ
謂
は
ね
は
蕉
ら
ぬ
、
暴
れ
即
ち
反
吐
會
政
策
的
傾
向
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
更
に
.個
人
所
得
税

に
就
て
之
を
考
ふ
る
に
、
累
進
税
率
を
課
し
て

一
見
正
義

に
適

へ
る
が
如
き
も
、
其
千
圓
以
下
の
額
に
も
千
分
の

三
十
、
.千
圓
を
超
ゆ
る
額

に
は
千
分

の
四
十
を
以
て
硯
レ
、
所
得

の
少
き
者

も
比
較
的
重
い
負
擢
を
せ
ね
は
菰
ら

ぬ
、
而
し
て
俸
給
に
衣
食
す
る
智
識
階
級
は
恒
産
な
く
而
も
恒
心
あ
る
の
徒
に
し
て
所
得

の
申
告

に
偏

る
Σ
.こ
♂

な
い
が
、
恒
産
を
有

す
る
人
々
は
却
て
所
得

の
申
告
に
於
て
備

る
こ
ご
多

い
の
が
常

で
あ

る
、
故
に
個
人
所
得
税

に
て
も
其
實
際

の
作
用

か
ら
い

へ
は
無
資
産
階
級
が
比
較
的
重
く
税
せ
ら
れ
て
、
有
産
階

級
が
比
較
的
軽
く
税
せ
.

ら
れ
.て
居

る
の
で
あ
乃
、
足
れ
亦
反
吐
禽
政
策
的
で
あ
る
ε
謂
は
ね
は
な
ら
ぬ
。

之
を
要
す
.る
に
消
費
税
9
い
ひ
所
謂
直
接
税
ε
い
ひ
皆
反
瀧
會
歌
策
的
ぜ
な
っ
て
居

る
、
此

の
如
き
.粉
糊
の
存

す
る
限
り
」
分
配
の
不
巫
下
等
は
愈
々
甚
し
く
な
る
も
の
忌
畳
悟
せ
ね
は
な
ら
ね
。

・

、



以
上
は
租
税
法

の
上
か
ら
論
断
し
な
の
で
あ
る
が
、
更
に
進

て
統
計
に
徴
七
て
見
蕉

。

大
難

か
ら
い
ふ
清

規

は
書

し
て
貧
者
階
級
を
掌

る
も
の
で
脅

、
所
謂
直
接
税
は
書

し
て
薯

階
級
を
税
す
る
も
の
で
あ
b
・
流
通
讐

貧
富
両
階
級
を
繋

る
も
の
で
あ

る
が
、
其
中
で
も
通
行
税
は
書

し

で

貧
者
階
級
を
税
し
、
兌
換
券
獲
行
税
、
取
引
所
挽
、
顔

貌
.、
印
紙
税
、
登
鎌
税
其
他

の
印
紙
牧
人
は
書

し
て

富
者
階
級
を
税
す

る
も
の
ε
い
へ
る
。
故
に
消
費
税
井
に
通
行
税
の
牧
人
ε
所
謂
直
接
税
#
に
通
行
税
以
外
の
流

通
税
の
牧
入
電
を
比
較
す
れ
は
、
貧
者
階
級

の
負
捲
8
富
者
階
級

の
負
捨
ε
何
れ
か
重
き
か
何
れ
が
軽
き
か
を
知

る
こ
ご
が
出
家
る
。
依
て
藪
に
最
近

の
統
計
に
依
り
此
匠
別
に
從

ひ
、
岡
積

の
租
税

の
牧

人
を

対

照
し
て
見
や

」

う

。
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』

試
二

五
、
一死
0
、
0
力
省

、
】一角
、
〈
一五
丙
四
く
E

一
湘
、
思

置
、
ゼ
克

て

呈

九
、
四
目
(

囮
置
、
二
9
一
、
九
E
二

君
七
、E
む
一
、
六
六
〇

元
=

尖

、五
き

第
九
巻

(第

一
號

昌
8

、萸

、箋

旺
、二誕
四
、
謹
颪

茜

、
四
三

、遷

(

旺
夷

昌
、四
合

巽

、吾
費

四
豊

一届
、
曹
三
、五
四
【

卿
四二
、　「九
一

.

嵩五
三
　「八
、四
穴
0

」竺

充
空

£
(
二
.

二
五
省
、莫
四
、O
へ
0
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杢
C
八
六

胃
腎冥
〕、野

-奎

二

六
、
ぬ
六
五
δ

四
〇

一
〇
肉

冒【三
七
、
湘
六
呂

五
、
二
四
湘
、
省
力
O

葺

、
二

目
、
五
三
(

一=
、
(
幽
囚
、六
四
内

「

P
ご
一
、九
九
一

五
九
、
昌
碧
『
七
四
七

七
.
一
『
(
0
ゼ
、ゼ
四
一

習己
噸
七
蔓
、窒

爾
印
紙
暇
人
の
中
に
一ま
印
紙
挽
登
録
税
等
租
税
に
臨
ず
ろ
も
の
が
含
ま
れ
て
居
る
け
れ
.ε
、
手
厳
料
使
用
料
ε
分
た
れ
な
い
か
ら
之
々
省
く
、
且

つ
是
等
の
税
は
富
者
の
貢
指
に
踊
す
る
の
み
な
ら
す
貧
者
の
頁
櫓
に
も
締
す
ろ
も
の
が
多
い
か
ち
之
が
計
算
外
に
麗
い
て
も
差
支
な
い
。

此

表
で
見

て
も

、
我
国

の
租
税
は
貧
者
階
級

に
重
く
.富

者
階
級

に
軽

き
.こ

と
が
割

る
、
大

正
八
年

度

の
豫
算

に

て
は
直
接

税
流
通
税

の
額

が
消
費
税

の
額

よ
吻

多

く

な

っ
て
居

る
け
れ
こ
も
.、
そ
は
、

一
億
圓

に
近

き
戦
時

利
得

税

を
加
算

し
て
居

る
か
.ら
で
あ
る
、
大
正
九
年
度

よ
り
戦

時
利
得
枇

が
屡
止

せ

ち
る
れ

ば
直
接

税

分
額

は
著

し
風

少

く
な

る
で
あ
ら
.う

.
兎

に
角

税
制

の
上

に
富
者
階
級

を
税
す

る
こ
ご
貧
者
階

級

を
祝

す

る
よ

り
輕

く
な

っ
て
居

る
こ
ε
は
辱
▼は
れ

な
い
o

此

の
如

く
牧
人
統

計

の
上
よ
り
見

る
も

、
・我
国

の
租

税
は
反

砒
會

政
策
的

と
な

っ
て

居

る
ε

漸
.
せ

ね
は

な
ら

ぬ
。

〔以
下
歌
競
　

.

.

ノ
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